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地盤物性のばらつき及び建物剛性の変動に係る影響確認結果について（一例） 

 

 

設計成立性確認の代表機器・配管系のうち、裕度が最も小さい原子炉容器の１次ナトリウム入

口ノズルは、取り合う配管の地震時反力を受けて応力が発生することから、１次主冷却系配管（炉

容器～主中間熱交換器）の床応答スペクトルを用いて評価している。 

影響確認において代表として使用する基準地震動 Ss-2（EW 方向）及び基準地震動 Ss-6（UD 方

向）について、地盤物性のばらつき及び建物剛性の変動を考慮して策定した床応答スペクトルを、

設計用床応答曲線と比較した結果を第 1図に示す。 

当該機器等の１次固有周期において、水平・鉛直ともに、設計用床応答曲線は、地盤物性のば

らつき及び建物剛性の変動を考慮して策定した床応答スペクトルを上回っており、地盤物性のば

らつきと建物剛性の変動に係る影響は生じないと評価できる。 
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【Ss-2（EW 方向）／減衰定数：0.025／原子炉建物 質点④】 

 

【Ss-6（UD 方向）／減衰定数：0.025／原子炉建物 質点④】 

 

第 1図 地盤物性のばらつき及び建物剛性の変動を考慮して策定した床応答スペクトル 


